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53. 人工腎臓と腹膜濯流
樋口道雄，野口照義，鈴木仲典
田口勝，藤井武夫
人工腎臓は腹膜濯流法に比し BUN除去力は 4，._ 5倍
強力で、あるが，操作が複雑で、，多量の輸血を必要とし，
また heparin使用による出血に対する対策を考えねば
ならず，さらに専門医の観察を必要とするなどの欠点が
ある。
これに対し，腹膜濯流法では腹部膨満感，腹痛，蛋白
漏出などの副作用があるが，特別な装置を必要とせず，
操作が簡単で，水分除去には人工腎臓より有効である。
われわれは，慢性腎疾患による尿毒症々例に対する長
期濯流法として，まず腹膜濯流によって状態の改善をは
かり，ついで左前腕屈側部に permanentshunt造設
あるいは動静脈吻合術を行なって， 2，._3日後に人工腎臓
を応用することを慣用している。この場合，大抵両者の
併用を建前とするが，症例に応じどちらを主体にするか
を決定している。 
54. 移植腎の循環動態
野口照義，田口 勝，鈴木伸典
丸山徹男，山中義秀，吉井逸郎
腎移植において，移植直後の循環動態は，多くの複雑
な因子および測定方法など，この種の研究を困難なもの
にしている。移植直後の持続的な腎組織内の有効血流量
を測定するため，交叉熱電対法を用いて，今回は wa-
shing outにおける濯流液による影響をしらベた。
濯流液として， 50 mgへパリン加ハノレトマン液 1，000 
ml (A)， 1 gプロカイン (B)および 0.3gパパペリン 
(C)をそれぞれ加え，圧および濯流時間を一定とした。
腎移植は，成熟成犬を用い，左腎を摘出し，右大腿部に
自家移植し，それぞれの有効腎組織流量を比較検討し
た。
濯流時は C>B>Aの順に流量が多く，移植後の血流
再開時では A>B>Cと流量が逆転する結果を得た。以
上はプロカインおよびパパペリンによる血管の弛緩によ
るもので，腎内の Bypassの存在，またプロカインおよ
びパパペリンの至適量など，さらに検討を加える必要が
あることを知った。 
55. 腎移植における α河 lobulinの変動
樋口道雄，東紀男，鈴木伸典
中島伸之，藤本重義，山中義秀
雑種成犬 24頭を用いて，腎移植をおこない自家移植，
同種移植無処置，同種移植免疫抑制剤投与，両腎摘出の 
4群にわけ，セJレローズアセテート膜による電気泳動法
を使用して血清蛋白分画の変化を追求した。 
Albumin，α2・globulin，r-globulinに，一定の変化
がみられたが， α1ー および s-globulinには，ほとんど変
イ七がなかった。 
1. 	 Albuminは移植後全群減少し， 自家移植群のみ 2
週後に，術前イ直に依復した。 
2. 	 α2・globulinは，最も著明な変化を示し，移植後全
例一過性に増加するが，同種程植群では， B.U.N.の
上昇，蛋白尿の出現と同時か直前に再び増加し， Re-
jectionの発現と密接な関係が認められた。 
3. 	 r-globulinは，自家移植群では変化がなかった。同
種移植群では漸増傾向を示したが処置群ではその後不
定となって， B.U.N.蛋白尿との聞に相関はなく， 
Rejectionとの関係については，なお研究を要する。 
56. 甲状腺癌の臨床病理学的検討
水鳥川和美，藤田昌宏，高井満
塚田正男
当科において昭和 26年より昭和 42年8月末までに経
験した 68例の甲状腺癌について，臨床病理学的に検討
した。性別についてみると男 8例，女 60例で 1: 7.5で
ある。年令分布は 30才代， 50才代に 17例， 40才代 12
例と 30，._60才に多くみられた。術後 5年以上経過例に
ついて， TNM分類による遠隔成績をみると， ToT，は 
l例もなく， T2MO 14例， TgMo 2例， TgM. 1例の計 
17例で， T2M。群に健存するもの 9例，再発生存 2例，
癌死 2例，他病死 l例あり， T3群の健存例なしと比べ，
その遠隔成績の差は明らかである。病理学的にみると，
乳頭腺癌 44例，櫨胞腺癌 10例，その他の分化癌 1例，
未分化癌 13例である。その治療成績をみると，乳頭腺
癌根治手術後 5年経過例 16例中 12例の健存，再発生存 
2例と一番成績がよく，櫨胞腺癌，未分化癌の順で成績
が悪くなる。また最近 3年間の甲状腺癌 20例のうち，
術前癌，あるいはその疑いをもったものは， 10例と適中
例が低く，診断のむずかしさを痛感した。 
57. 乳癌におけるリンパ系造影の研究
武田清一，西川義明，伊藤文雄
宍倉正胤，香西裏
乳癌のリンパ節転移の有無および広がりを，術前に正
確に診断する目的で，手背より Kinmouth氏法に準じ
て， リンパ系造影を行ない，その造影所見とリンパ節の
組織所見とを対比し，本法の診断的価値について検討し
